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東芝のフィルム型ペロブスカイト太陽電池

メニスカス塗布技術

・ 結晶型シリコンPVの1/10程度の重さ

・ 曲げられる

・ 結晶シリコンを載せられない軽量屋根

・ ビルの壁面

・ 曲面物

などへの設置が可能に

大面積においても高品質なペロブスカイト膜を形成

従来２回塗布で行うことが一般的であったペロブスカイト層を

１回塗布で行うワンステップメニスカス塗布法により

大面積モジュールにおいて高い発電効率を実現
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事業の進捗状況

開発目標 2025年度：発電コスト20円/kWhを実現する要素技術の確立

【課題と進捗】

■ 発電効率の向上

ワンステップメニスカス塗布法などのプロセス技術により、30cm角サイズモジュールで発電効率16.6%

■ 耐久性の向上

ペロブスカイト層の材料の組成改良などにより、素子の耐光性、耐熱性を大幅改善

■ 材料コストの低減

フィルム型モジュールの材料コストの最大要因となる封止材料について、

コンソーシアム内の低コスト塗布型封止技術の技術が進展

発電コストの支配的要因である「素子の耐久性」と「封止材料のコスト」における技術進展により

発電コスト20円/kWh以下のコスト算出を達成
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フィルム基板モジュールの耐久性試験(高温高湿試験)

高温高湿試験3000時間後で出力維持 結晶Si-PV合格基準1000時間をクリア
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フィルム基板モジュールの耐久性試験(屋外暴露試験)

屋外暴露 積算日射量60kWh/m2で出力維持 結晶Si-PV合格基準をクリア
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社会実装にむけた実証実験

◼ 東京都港湾局による2024年8月28日からの臨海副都心における室内環境での有効性の検証事業に対し、

フィルム型ペロブスカイト太陽電池を提供

◼ 飯田グループホールディングス株式会社へフィルム型ペロブスカイト太陽電池を提供

大阪・関西万博 飯田グループ×大阪公立大学 共同出展館にて展示

◼ 建材一体型太陽光発電内窓の実装検証（東京テレポートセンター）実施。東京都港湾局、

東芝エネルギーシステムズ(株)、YKK AP(株) 、(株)関電工、(株)東京テレポートセンター、連携

建材メーカ、電気サブコン、事業者等と連携し複数試験を実施

屋内光での発電、壁面設置の有効性、施工性確認等を検証

従来、太陽電池を設置していない場所での技術確立を推進





























この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の助成事業 の結果得られたものです。
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